
(57)【要約】

【課題】１人でもささら桁へ容易に組立作業できる軽量

さのみならず、化粧効果と耐久強度に優れた組立階段用

の段板を提供する。

【解決手段】アルミ合金から中空の平盤形態に押出成形

された踏面盤（１１）の内部へ、左右一対づつ合計４個

のナット（２１）（２３）を埋設一体化して、そのナッ

ト（２１）（２３）の左右相互間へ各々テンションボル

ト（２５）（２６）を横断状態に螺合締結しておく一方

、弾性シートパッキング（３９）が貼り付けられたサイ

ドカバー板（３０）の左右一対を、その横外方から上記

路面盤（１１）へのタッピングネジ（３１）（３２）（

３３）により施蓋状態に取り付け固定しておくと共に、

鋼板性ささら桁（４７）の横外方から上記ナット（２１

）（２３）へ螺入締結される組立ボルト（５０）（５１

）により、そのささら桁（４７）へ上記踏面盤（１１）

を取り付け固定するように定めた。

【選択図】　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ル ミ 合 金 か ら 中 空 の 平 盤 形 態 に 押 出 成 形 さ れ た 踏 面 盤 （ １ １ ） の 中 空 内 部 へ 、 前 後 一 対
の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） と そ の 前 後 相 互 間 に 介 在 す る 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ
ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と を 一 体 に 造 形 し て 、
各 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） の 内 部 へ 埋 め 込 み 固 定 さ れ た 左 右 一 対 の ナ ッ ト （
２ １ ） （ ２ ３ ） に 、 そ の 左 右 相 互 間 を 横 断 す る テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） の 両 端
部 を 螺 合 締 結 す る 一 方 、
上 記 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） と 対 応 位 置 す る 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７
） （ ３ ８ ） 並 び に 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と 対 応
位 置 す る タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３ ６ ） が 開 口 分 布 さ れ た 左 右 一
対 の サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） を 、 そ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３
６ ） か ら 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め 用 ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） へ ね じ 込 み 締
結 さ れ る タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ３ ） の 複 数 に よ り 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の
左 右 両 側 面 へ 施 蓋 状 態 に 取 り 付 け 固 定 す る と 共 に 、
そ の 両 サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 外 側 面 へ 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ （ ３ ９ ） を 各 々 貼 り 付 け
一 体 化 し て 、
上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） を 鋼 板 製 さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 横 外 方 か ら サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 組
立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７ ） （ ３ ８ ） を 経 て 、 上 記 ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） へ 螺 入 締 結
さ れ る 組 立 ボ ル ト （ ５ ０ ） （ ５ １ ） の 複 数 に よ り 、 そ の さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） へ 取 り 付 け 固 定
す る よ う に 定 め た こ と を 特 徴 と す る 組 立 階 段 用 の 段 板 。
【 請 求 項 ２ 】
ア ル ミ 合 金 か ら 中 空 の 平 盤 形 態 に 押 出 成 形 さ れ た 踏 面 盤 （ １ １ ） と 、 同 じ ア ル ミ 合 金 か ら
踏 面 盤 （ １ １ ） よ り も 薄 い 扁 平 形 態 に 押 出 成 形 さ れ た 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と の ２ ピ ー ス か
ら 成 り 、
上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 中 空 内 部 へ 前 後 一 対 の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） と そ の
前 後 相 互 間 に 介 在 す る 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ）
と を 一 体 に 造 形 し 、
各 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） の 内 部 へ 埋 め 込 み 固 定 さ れ た 左 右 一 対 の ナ ッ ト （
２ １ ） （ ２ ３ ） に 、 そ の 左 右 相 互 間 を 横 断 す る テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） の 両 端
部 を 螺 合 締 結 す る と 共 に 、
上 記 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） と 対 応 位 置 す る 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７
） （ ３ ８ ） 並 び に 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と 対 応
位 置 す る タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３ ６ ） が 開 口 分 布 さ れ た 左 右 一
対 の サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） を 、 そ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３
６ ） か ら 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） へ ね じ 込 み 締 結
さ れ る タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ３ ） の 複 数 に よ り 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 左
右 両 側 面 へ 施 蓋 状 態 に 取 り 付 け 固 定 し て 、
そ の 両 サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 外 側 面 へ 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ （ ３ ９ ） を 各 々 貼 り 付 け
一 体 化 す る 一 方 、
上 記 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 中 途 高 さ 位 置 か ら 前 向 き に 張 り 出 す 取 付 片 （ ４ ０ ） の 差 込 み 脚
（ ４ ２ ） を 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ ） か ら 対 応 的 に 張 り 出 す 蹴 上 げ 面 板 用 受
け 止 め フ ッ ク （ １ ５ ） へ 差 し 込 み 係 止 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） を 上 記
踏 面 盤 （ １ １ ） と ほ ぼ 直 交 す る 垂 立 状 態 に 組 立 一 体 化 し た 上 、
そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） を 鋼 板 製 さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 横 外 方 か ら サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 組
立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７ ） （ ３ ８ ） を 経 て 、 上 記 ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） へ 螺 入 締 結
さ れ る 組 立 ボ ル ト （ ５ ０ ） （ ５ １ ） の 複 数 に よ り 、 そ の さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） へ 取 り 付 け 固 定
す る よ う に 定 め た こ と を 特 徴 と す る 組 立 階 段 用 の 段 板 。
【 請 求 項 ３ 】
踏 面 盤 （ １ １ ） の 押 出 断 面 形 状 を 側 面 視 の ほ ぼ 長 方 形 と し て 、 そ の 中 空 内 部 に 複 数 の 垂 直
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な 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） （ １ ７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） を 介 在 さ せ る と 共 に 、
そ の 最 も 前 側 に 偏 倚 す る 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） の 中 途 高 さ 位 置 と 後 面 （ １ １ ｒ ） の 中 途 高
さ 位 置 を 、 前 後 一 対 の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） と し て ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３
） の 保 持 可 能 な 輪 郭 形 状 に 造 形 す る 一 方 、
そ の 前 側 の 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） と 後 面 （ １ １ ｒ ） と の 相 互 間 に 残 存 す る 仕 切 り 補 強 壁 （
１ ７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） の 中 途 高 さ 位 置 を 、 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２
７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と し て タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ３ ） の 受 け 止 め 可 能 な
輪 郭 形 状 に 造 形 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 組 立 階 段 用 の 段 板 。
【 請 求 項 ４ 】
踏 面 盤 （ １ １ ） の 押 出 断 面 形 状 を 側 面 視 の ほ ぼ 長 方 形 と し て 、 そ の 踏 面 （ １ １ ａ ） と 下 面
（ １ １ ｂ ） 並 び に 前 面 （ １ １ ｆ ） に 多 数 の 凸 条 （ １ ３ ａ ） （ １ ３ ｂ ） （ １ ３ ｆ ） を 列 設 し
、
上 記 前 面 （ １ １ ｆ ） の 下 端 部 を 水 切 り 縁 （ １ ４ ） と し て 突 設 す る 一 方 、 後 面 （ １ １ ｒ ） の
ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ２ ） か ら そ の 後 面 （ １ １ ｒ ） と 一 定 の 間 隔 （ Ｄ ） を 保 つ 水 切 り ス
カ ー ト （ ２ ４ ） を 平 行 に 垂 下 さ せ る と 共 に 、
上 記 後 面 （ １ １ ｒ ） の 上 端 部 付 近 か ら ほ ぼ Ｌ 字 型 の 蹴 上 げ 面 板 用 受 け 止 め フ ッ ク （ １ ５ ）
を 後 向 き に 張 り 出 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 組 立 階 段 用 の 段 板 。
【 請 求 項 ５ 】
蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 下 端 部 付 近 か ら 取 付 片 （ ４ ０ ） と ほ ぼ 平 行 な 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １
） を 前 向 き に 張 り 出 し て 、 そ の 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １ ） を 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ
） へ 係 止 さ せ る と 共 に 、
そ の 取 付 片 （ ４ ０ ） と 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １ ） と の 上 下 相 互 間 に 開 口 分 布 さ せ た 複 数 の タ
ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ４ ５ ） か ら 、 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ ） へ 各 々 タ ッ ピ
ン グ ネ ジ （ ４ ６ ） を ね じ 込 み 締 結 す る こ と に よ り 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） に 対 す る 蹴 上 げ 面
板 （ １ ２ ） の 組 立 状 態 を 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 組 立 階 段 用 の 段 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 組 立 階 段 用 の 段 板 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
各 種 建 物 の 内 部 階 段 や 殊 更 外 部 階 段 （ 非 常 階 段 ） に ふ さ わ し い 組 立 階 段 用 の プ レ ハ ブ 段 板
と そ の 施 工 法 に つ い て 、 本 発 明 者 の １ 人 が 先 に 特 開 平 ７ － １ ９ ７ ６ １ ４ 号 を 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 公 知 発 明 の プ レ ハ ブ 段 板 （ Ｓ ） は 、 鋼 板 製 さ さ ら 桁 （ ２ １ ） と 別 個 独 立 の 単 位 体 を な
す た め 、 そ の 隣 り 合 う プ レ ハ ブ 段 板 （ Ｓ ） の 上 下 相 互 間 隔 （ Ｈ ） や 前 後 相 互 間 隔 （ Ｌ ） を
、 施 工 現 場 で の 組 み 立 て 上 自 由 に 調 整 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 上 記 公 知 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 鋼 板 か ら 造 形 さ れ た 踏 面 （ １ １ ） の 箱 型 内 部 へ
、 モ ル タ ル （ ２ ０ ） を 充 填 し て い る た め 、 プ レ ハ ブ 段 板 （ Ｓ ） と し て 非 常 に 重 量 化 す る ば
か り で な く 、 そ の 踏 面 （ １ １ ） の 一 辺 面 （ 後 面 ） か ら 蹴 上 げ 面 （ １ ２ ） が 連 続 一 体 に 起 立
し て い る 関 係 上 、 著 し く 嵩 張 る こ と に も な り 、 そ の 結 果 生 産 工 場 か ら 施 工 現 場 へ の 搬 送 を
安 価 に 便 利 良 く 行 な う こ と が で き ず 、 そ の 搬 送 中 や 施 工 現 場 で の 取 扱 い 中 に 、 上 記 蹴 上 げ
面 （ １ ２ ） の 不 正 変 形 や 損 傷 な ど を 生 じ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
又 、 上 記 プ レ ハ ブ 段 板 （ Ｓ ） の 工 場 生 産 に 当 っ て も 、 そ の 鋼 板 か ら の 全 体 的 な 塑 性 加 工 の
み な ら ず 、 踏 面 （ １ １ ） の 箱 型 内 部 に 対 す る ナ ッ ト （ １ ５ ） の 溶 接 作 業 と 、 そ の ナ ッ ト （
１ ５ ） と 螺 合 締 結 し た 連 結 ボ ル ト （ １ ６ ） に 対 す る 補 強 鉄 筋 メ ッ シ ュ （ Ｍ ） の 溶 接 作 業 も
行 な う 必 要 が あ る た め 、 未 だ 非 常 に 煩 ら わ し く 、 プ レ ハ ブ 段 板 （ Ｓ ） の 量 産 効 果 を 発 揮 さ
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せ る こ と が で き ず 、 品 質 管 理 上 の 困 難 も 伴 な う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
更 に 、 上 記 プ レ ハ ブ 段 板 （ Ｓ ） の 踏 面 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 （ １ ２ ） は 、 鋼 板 か ら の 連 続 一
体 品 と し て 裸 状 態 に あ る た め 、 建 物 の 外 部 階 段 （ 非 常 階 段 ） に 適 用 し た 場 合 、 特 に そ の 踏
面 （ １ １ ） に 水 切 り 用 傾 斜 面 が 造 形 さ れ て い な い こ と と も 相 俟 っ て 、 早 期 に 発 錆 し て し ま
う お そ れ が あ り 、 上 記 踏 面 （ １ １ ） を な す モ ル タ ル （ ２ ０ ） の 上 面 や 蹴 上 げ 面 （ １ ２ ） の
内 面 へ 、 特 別 に ビ ニ ー ル タ イ ル や 絨 毯 な ど の 仕 上 げ 用 化 粧 材 （ ２ ５ ） を 貼 り 付 け 一 体 化 し
な け れ ば 、 化 粧 効 果 を 維 持 す る こ と も 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は こ の よ う な 諸 問 題 の 改 良 を 企 図 し て お り 、 そ の た め に 役 立 つ 組 立 階 段 用 段 板 の 構
成 と し て 、 第 １ に ア ル ミ 合 金 か ら 中 空 の 平 盤 形 態 に 押 出 成 形 さ れ た 踏 面 盤 の 中 空 内 部 へ 、
前 後 一 対 の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト と そ の 前 後 相 互 間 に 介 在 す る 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止
め ポ ケ ッ ト と を 一 体 に 造 形 し て 、
【 ０ ０ ０ ８ 】
各 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト の 内 部 へ 埋 め 込 み 固 定 さ れ た 左 右 一 対 の ナ ッ ト に 、 そ の 左 右 相 互 間
を 横 断 す る テ ン シ ョ ン ボ ル ト の 両 端 部 を 螺 合 締 結 す る 一 方 、
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト と 対 応 位 置 す る 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 並 び に 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ
ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト と 対 応 位 置 す る タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 が 開 口 分 布 さ れ た 左 右 一
対 の サ イ ド カ バ ー 板 を 、 そ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 か ら 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止
め 用 ポ ケ ッ ト へ ね じ 込 み 締 結 さ れ る タ ッ ピ ン グ ネ ジ の 複 数 に よ り 、 上 記 踏 面 盤 の 左 右 両 側
面 へ 施 蓋 状 態 に 取 り 付 け 固 定 す る と 共 に 、
【 ０ ０ １ ０ 】
そ の 両 サ イ ド カ バ ー 板 の 外 側 面 へ 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ を 各 々 貼 り 付 け 一 体 化 し て 、
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 踏 面 盤 を 鋼 板 製 さ さ ら 桁 の 横 外 方 か ら サ イ ド カ バ ー 板 の 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 を 経
て 、 上 記 ナ ッ ト へ 螺 入 締 結 さ れ る 組 立 ボ ル ト の 複 数 に よ り 、 そ の さ さ ら 桁 へ 取 り 付 け 固 定
す る よ う に 定 め た こ と を 特 徴 と し 、
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 第 ２ に ア ル ミ 合 金 か ら 中 空 の 平 盤 形 態 に 押 出 成 形 さ れ た 踏 面 盤 と 、 同 じ ア ル ミ 合 金 か
ら 踏 面 盤 よ り も 薄 い 扁 平 形 態 に 押 出 成 形 さ れ た 蹴 上 げ 面 板 と の ２ ピ ー ス か ら 成 り 、
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 踏 面 盤 の 中 空 内 部 へ 前 後 一 対 の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト と そ の 前 後 相 互 間 に 介 在 す る 複 数
の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト と を 一 体 に 造 形 し 、
【 ０ ０ １ ４ 】
各 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト の 内 部 へ 埋 め 込 み 固 定 さ れ た 左 右 一 対 の ナ ッ ト に 、 そ の 左 右 相 互 間
を 横 断 す る テ ン シ ョ ン ボ ル ト の 両 端 部 を 螺 合 締 結 す る と 共 に 、
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト と 対 応 位 置 す る 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 並 び に 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ
ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト と 対 応 位 置 す る タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 が 開 口 分 布 さ れ た 左 右 一
対 の サ イ ド カ バ ー 板 を 、 そ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 か ら 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止
め ポ ケ ッ ト へ ね じ 込 み 締 結 さ れ る タ ッ ピ ン グ ネ ジ の 複 数 に よ り 、 上 記 踏 面 盤 の 左 右 両 側 面
へ 施 蓋 状 態 に 取 り 付 け 固 定 し て 、
【 ０ ０ １ ６ 】
そ の 両 サ イ ド カ バ ー 板 の 外 側 面 へ 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ を 各 々 貼 り 付 け 一 体 化 す る 一 方 、
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 蹴 上 げ 面 板 の 中 途 高 さ 位 置 か ら 前 向 き に 張 り 出 す 取 付 片 の 差 込 み 脚 を 、 上 記 踏 面 盤 の
後 面 か ら 対 応 的 に 張 り 出 す 蹴 上 げ 面 板 用 受 け 止 め フ ッ ク へ 差 し 込 み 係 止 さ せ る こ と に よ り
、 そ の 蹴 上 げ 面 板 を 上 記 踏 面 盤 と ほ ぼ 直 交 す る 垂 立 状 態 に 組 立 一 体 化 し た 上 、
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【 ０ ０ １ ８ 】
そ の 踏 面 盤 を 鋼 板 製 さ さ ら 桁 の 横 外 方 か ら サ イ ド カ バ ー 板 の 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 を 経
て 、 上 記 ナ ッ ト へ 螺 入 締 結 さ れ る 組 立 ボ ル ト の 複 数 に よ り 、 そ の さ さ ら 桁 へ 取 り 付 け 固 定
す る よ う に 定 め た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に 基 い て 本 発 明 の 具 体 的 構 成 を 詳 述 す る と 、 図 １ ～ ９ は そ の 本 発 明 に 係 る 組 立
階 段 用 の 段 板 （ Ｓ ） を 示 し て お り 、 こ れ は 厚 く 高 剛 性 の 踏 面 盤 （ １ １ ） と 、 そ の 踏 面 盤 （
１ １ ） よ り も 薄 く 扁 平 な 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と の 別 個 独 立 す る ２ ピ ー ス か ら 組 み 立 て 使 用
さ れ る が 、 踏 面 盤 （ １ １ ） の み の １ ピ ー ス と し て 使 用 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
先 ず 、 踏 面 盤 （ １ １ ） は 図 １ ～ ３ の よ う な 一 定 の 有 効 奥 行 長 さ （ Ｌ １ ） （ 例 え ば 約 ２ ７ ０
ｍ ｍ ） と 幅 （ Ｗ １ ） （ 例 え ば 約 １ ２ ０ ０ ｍ ｍ ） 並 び に 厚 み （ Ｔ １ ） （ 例 え ば 約 ４ ５ ～ ５ ０
ｍ ｍ ） を 有 す る 中 空 の 平 盤 形 態 と し て 、 ア ル ミ 合 金 か ら 押 出 成 形 さ れ て お り 、 そ の 表 面 に
は ブ ロ ン ズ な ど の 各 種 着 色 カ ラ ー が 焼 き 付 け ら れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
更 に 言 え ば 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） は 側 面 視 の ほ ぼ 長 方 形 な 押 出 断 面 形 状 を 有 し 、 そ の 上 面
（ 踏 面 ） （ １ １ ａ ） が 水 平 な 下 面 （ １ １ ｂ ） に 対 し て 、 緩 や か な 前 下 が り の 傾 斜 面 を な し
て い る 。 し か も 、 そ の 踏 面 （ １ １ ａ ） と 下 面 （ １ １ ｂ ） 並 び に 垂 直 な 前 面 （ １ １ ｆ ） に は
、 多 数 の 凸 条 （ １ ３ ａ ） （ １ ３ ｂ ） （ １ ３ ｆ ） が 幅 方 向 （ 左 右 方 向 ） へ の 平 行 に 列 設 さ れ
て も い る 。 そ の 踏 面 （ １ １ ａ ） の 凸 条 （ １ ３ ａ ） が 歩 行 上 の 滑 り 止 め 機 能 を 発 揮 す る こ と
は 、 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ １ ４ ） は 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 前 面 （ １ １ ｆ ） か ら 垂 下 す る 水 切 り 縁 で あ っ て 、 下 面 （
１ １ ｂ ） と の 角 隅 部 が 若 干 陥 没 す る こ と と の 相 対 的 に 突 設 さ れ て お り 、 外 部 階 段 （ 非 常 階
段 ） と し て の 使 用 上 、 そ の 水 切 り 作 用 を 果 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ １ ５ ） は 同 じ く 踏 面 盤 （ １ １ ） に お け る 垂 直 な 後 面 （ １ １ ｒ ） の 上 端 部 付 近 か ら 、 後 向
き に 張 り 出 し 屈 曲 す る ほ ぼ Ｌ 字 型 の 蹴 上 げ 面 板 用 受 け 止 め フ ッ ク で あ っ て 、 上 記 踏 面 （ １
１ ａ ） と ほ ぼ 同 じ 高 さ 位 置 ま で の 上 向 き に 開 口 し て お り 、 そ の 受 け 止 め フ ッ ク （ １ ５ ） の
内 部 へ 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 後 述 す る 差 込 み 脚 を 、 上 方 か ら 差 し 込 み 係 止 さ せ る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
又 、 （ １ ６ ） （ １ ７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） は 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 中 空 内 部 へ 並 列 状 態 に 介
在 す る 複 数 （ 図 例 で は 合 計 ４ 個 ） の 垂 直 な 仕 切 り 補 強 壁 で あ っ て 、 そ の 最 も 前 側 に 偏 倚 す
る 第 １ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） の 中 途 高 さ 位 置 が ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） と し て 造 形 さ
れ て お り 、 そ の 内 部 に は 図 外 の 接 着 剤 を 介 し て 、 左 右 一 対 の ナ ッ ト （ ２ １ ） が 埋 め 込 み 固
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
茲 に 、 第 １ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） と し て は 、 そ の ナ ッ ト （
２ １ ） が 踏 面 盤 （ １ １ ） か ら 露 出 す る お そ れ は な い た め 、 特 に 図 示 の よ う な ナ ッ ト （ ２ １
） を 部 分 的 に 挟 む 向 か い 合 う 上 下 一 対 の 角 皿 型 と し て 、 そ の 前 後 両 面 の 切 り 欠 き 状 態 に 形
成 す る こ と が 好 ま し い 。 但 し 、 ナ ッ ト （ ２ １ ） の 外 周 面 全 体 を 包 囲 す る 対 応 的 な 正 六 角 形
の 筒 状 に 造 形 し て も さ し つ か え な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ２ ２ ） は 上 記 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） と の 前 後 一 対 を な す 対 応 関 係 と し て 、 同 じ く
踏 面 盤 （ １ １ ） に お け る 垂 直 な 後 面 （ １ １ ｒ ） の 中 途 高 さ 位 置 に 造 形 さ れ た ナ ッ ト 保 持 ポ
ケ ッ ト で あ り 、 そ の 内 部 に も 左 右 一 対 の ナ ッ ト （ ２ ３ ） が や は り 接 着 剤 （ 図 示 省 略 ） を 介
し て 埋 め 込 み 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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そ の 後 面 （ １ １ ｒ ） の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ２ ） は 上 記 第 １ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） の ナ
ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） と 異 な っ て 、 こ こ に 埋 め 込 ま れ た ナ ッ ト （ ２ ３ ） が 踏 面 盤 （ １
１ ） か ら 後 方 へ 露 出 す る こ と を 防 ぐ た め に 、 そ の 前 面 の み が 切 り 欠 か れ た 擬 似 正 六 角 形 を
な し て い る 。 但 し 、 こ れ も ナ ッ ト （ ２ ３ ） の 外 周 面 全 体 を 包 囲 す る 対 応 的 な 正 六 角 形 の 筒
状 に 造 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
し か も 、 こ の よ う な ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ２ ） が 踏 面 盤 （ １ １ ） の 垂 直 な 後 面 （ １ １ ｒ
） か ら 張 り 出 す 後 端 部 か ら は 、 そ の 後 面 （ １ １ ｒ ） と 一 定 の 間 隔 （ Ｄ ） （ 例 え ば 約 １ ０ ｍ
ｍ ） を 保 っ て 平 行 す る 水 切 り ス カ ー ト （ ２ ４ ） が 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 下 面 （ １ １ ｂ ）
へ 到 達 す る 位 置 ま で の 連 続 的 に 垂 下 し て お り 、 や は り 外 部 階 段 （ 非 常 階 段 ） と し て の 使 用
上 、 そ の 水 切 り 作 用 を 行 な え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） の 左 右 一 対 づ つ は 、 悉 く 一 定 の 長 さ （ Ｗ ２ ） （ 例 え ば 約 ４ ５
ｍ ｍ ） を 有 す る 同 一 の ス チ ー ル 製 品 で あ り 、 そ の 左 右 一 対 づ つ の 向 か い 合 う 相 互 間 に 亘 っ
て 、 図 ４ 、 ５ の よ う に 、 予 じ め テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） が 水 平 の 横 断 状 態 に 各
々 螺 合 締 結 さ れ て い る 。 そ の テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） の 左 右 両 端 部 と 螺 合 締 結
さ れ た 一 対 づ つ の ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） が 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 押 出 成 形 工 場 に お い
て 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） に お け る ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） の 左 右 両 端 部 へ 各
々 埋 め 込 み 固 定 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 踏 面 盤 （ １ １ ） の 第 １ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） に 沿 っ て 横 断 す る 前 側 の テ ン シ ョ ン
ボ ル ト （ ２ ５ ） と 、 同 じ く 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ ） に 沿 っ て 横 断 す る 後 側 の テ ン
シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ６ ） と の 平 行 な 一 対 に よ り 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） に 集 中 す る 応 力 や 撓 み
変 形 を 防 止 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
尚 、 上 記 テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） の 前 後 一 対 は 互 い に 同 一 の ス チ ー ル 製 品 で あ
り 、 図 例 で は そ の 何 れ も 全 ネ ジ ボ ル ト と し て 具 体 化 し て い る が 、 こ れ に 代 る 両 端 ネ ジ ボ ル
ト を 採 用 し て も 勿 論 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
更 に 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） に お け る 第 １ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） と 、 後 面 （ １ １ ｒ ） と の 前
後 相 互 間 に 並 列 残 存 し て い る 第 ２ ～ ４ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） の 中 途 高 さ
位 置 は 、 何 れ も タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と し て ほ ぼ Ｃ
字 型 に 造 形 さ れ て い る 。 そ の Ｃ 字 型 に 代 る 円 筒 型 に 造 形 し て も さ し つ か え な い が 、 何 れ に
し て も こ れ ら 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） は 図 ２ の
よ う に 、 そ の 交 互 に 高 低 変 化 す る 設 置 高 さ と し て 分 布 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ３ ０ ） は ア ル ミ 合 金 ダ イ カ ス ト 製 品 と し て 、 図 ６ の よ う な 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） と ほ ぼ 対
応 合 致 す る 輪 郭 形 状 に 造 形 さ れ た 左 右 一 対 の サ イ ド カ バ ー 板 で あ り 、 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ
受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） へ 横 方 向 か ら ね じ 込 み 締 結 さ れ る 左 右 一 対 づ
つ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ３ ） に よ っ て 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） の 左 右 両 側
面 へ 図 ４ 、 ５ の よ う な 施 蓋 状 態 に 取 り 付 け 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３ ６ ） 上 記 サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 各 個 に 開 口 分 布 さ れ た 複 数 （ 図
例 で は ３ 個 ） づ つ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 で あ り 、 上 記 第 ２ ～ ４ 仕 切 り 補 強 壁 （ １
７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と 対
応 位 置 し て い る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ３ ７ ） （ ３ ８ ） は 同 じ く サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 各 個 に 開 口 形 成 さ れ た 前 後 一 対 づ つ
の 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 で あ っ て 、 上 記 第 １ 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ
ト （ ２ ０ ） 並 び に 後 面 （ １ １ ｒ ） の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ２ ） に 埋 め 込 み 固 定 さ れ て い
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る ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） の ネ ジ 孔 と 合 致 連 通 し 、 後 述 す る さ さ ら 桁 と の 組 立 ボ ル ト を 受
け 入 れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ３ ９ ） は 上 記 サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 外 側 面 へ 図 ５ の よ う に 、 予 じ め 貼 り 付 け 一 体 化
さ れ た 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ の 左 右 一 対 で あ り 、 そ の サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） と 後 述 す る
さ さ ら 桁 と の 相 互 間 に お け る 防 水 作 用 や 、 踏 面 盤 （ １ １ ） か ら さ さ ら 桁 へ 伝 播 す る 振 動 や
騒 音 な ど の 吸 収 作 用 を 営 な む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） は 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） と 同 じ ア ル ミ 合 金 か ら 、 図 ７ 、 ８ の よ う
な 踏 面 盤 （ １ １ ） よ り も 極 め て 薄 く 扁 平 な 形 態 に 押 出 成 形 さ れ て お り 、 一 定 の 背 丈 （ Ｈ １
） （ 例 え ば 約 １ ０ ５ ｍ ｍ ） と 板 厚 （ Ｔ ２ ） （ 例 え ば 約 ２ ｍ ｍ ） を 備 え て い る 。 そ の 背 丈 （
Ｈ １ ） の う ち 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 踏 面 （ １ １ ａ ） か ら 垂 立 す る 有 効 高 さ （ Ｈ ２ ） は 、
一 例 と し て 約 ７ ８ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
し か も 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 中 途 高 さ 位 置 か ら は 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） へ の 取 付 片 （
４ ０ ） と 、 同 じ く 下 端 部 付 近 か ら は 踏 面 盤 （ １ １ ） に 対 す る 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １ ） と の
上 下 一 対 が 、 何 れ も 前 向 き の ほ ぼ 水 平 状 態 に 張 り 出 さ れ て お り 、 そ の 取 付 片 （ ４ ０ ） の 前
端 部 付 近 か ら 連 続 的 に 垂 下 す る 差 込 み 脚 （ ４ ２ ） を 、 段 板 （ Ｓ ） の 組 立 工 場 に お い て 図 ９
の よ う に 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 蹴 上 げ 面 板 用 受 け 止 め フ ッ ク （ １ ５ ） へ 上 方 か ら 差 し 込
み 係 止 さ せ れ ば 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 取 付 片 （ ４ ０ ） が 踏 面 盤 （ １ １ ） の 踏 面 （ １
１ ａ ） と ほ ぼ 面 一 状 態 に 連 続 す る ほ か 、 同 じ く 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４
１ ） が 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ ） と 、 そ の 中 途 高 さ 位 置 の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト
（ ２ ２ ） と の 角 隅 部 へ 係 止 し て 、 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） 自 身 を 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） と ほ ぼ 直
交 す る 垂 立 姿 勢 の 安 定 な 組 立 状 態 に 保 つ こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 下 端 部 は 水 切 り 縁 （ ４ ３ ） と し て 、 上 記 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １
） の 張 り 出 し 位 置 か ら 更 に 垂 下 し て い る 一 方 、 同 じ く 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 上 端 部 は 見 切
り 縁 （ ４ ４ ） と し て 若 干 厚 肉 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
又 、 （ ４ ５ ） は 上 記 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） に お け る 取 付 片 （ ４ ０ ） と 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １
） と の 上 下 相 互 間 へ 、 一 定 の 間 隔 ピ ッ チ を 保 っ て 開 口 分 布 さ れ た 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿
通 用 バ カ 孔 で あ り 、 こ こ か ら 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ ） へ タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ４ ６ ）
を ね じ 込 み 締 結 す る こ と に よ っ て 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） に 対 す る 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 組
立 状 態 を 固 定 維 持 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
尚 、 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） は 上 記 有 効 高 さ （ Ｈ ２ ） の み の 高 低 変 化 す る 各 種 仕 様 と し て 成 形
準 備 し 、 こ れ を 共 通 の 踏 面 盤 （ １ １ ） へ 組 み 替 え 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 有 効 高 さ （ Ｈ
２ ） だ け 垂 立 す る 部 分 に は 採 光 用 や 通 気 用 な ど と し て 役 立 つ 多 数 の 飾 り 孔 （ 図 示 省 略 ） を
開 口 分 布 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 構 成 を 備 え た 踏 面 盤 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と は 別 個 独 立 す る ２ ピ ー ス と し て
、 そ の 押 出 成 形 工 場 か ら 別 な 組 立 工 場 へ 搬 送 さ れ 、 そ の 組 立 工 場 に お い て 図 ９ の よ う な 段
板 （ Ｓ ） へ の 組 立 作 業 と 、 一 定 な 単 位 長 さ の 鋼 板 製 さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） に 対 す る 段 板 （ Ｓ ）
の 組 立 作 業 が 行 な わ れ る こ と に よ り 、 一 旦 図 １ ０ ～ １ ３ の よ う な 梯 子 形 態 の 単 位 階 段 （ Ａ
） に 仕 上 げ ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
つ ま り 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と か ら 段 板 （ Ｓ ） と し て 組 み 立 て る に
当 っ て は 、 図 ９ に 示 す 如 く 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） に お け る 取 付 片 （ ４ ０ ） の 差 込 み 脚
（ ４ ２ ） を 踏 面 盤 （ １ １ ） の 蹴 上 げ 面 板 用 受 け 止 め フ ッ ク （ １ ５ ） へ 上 方 か ら 差 し 込 み 係
止 さ せ 、 同 じ く 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 振 れ 止 め 規 制 片 （ ４ １ ） を 踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （
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１ １ ｒ ） へ 係 止 さ せ た 位 置 決 め 状 態 の も と で 、 後 方 か ら 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ４ ６ ） を
踏 面 盤 （ １ １ ） の 後 面 （ １ １ ｒ ） へ ね じ 込 み 締 結 す る こ と に よ り 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２
） を 踏 面 盤 （ １ １ ） と ほ ぼ 直 交 す る 垂 立 状 態 に 固 定 維 持 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
又 、 こ の よ う な 段 板 （ Ｓ ） を 鋼 板 製 さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） へ 組 立 作 業 す る に 当 っ て は 、 上 記 踏
面 盤 （ １ １ ） に 埋 め 込 み 固 定 さ れ て い る ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） の ネ ジ 孔 や 、 そ の サ イ ド
カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７ ） （ ３ ８ ） と 対 応 合 致 す る 組 立 ボ ル ト
挿 通 用 バ カ 孔 （ ４ ８ ） （ ４ ９ ） が 開 口 分 布 さ れ た さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 左 右 一 対 を 用 意 し て
、 そ の さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 左 右 相 互 間 へ 上 記 段 板 （ Ｓ ） を 順 次 介 挿 セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ し て 、 そ の さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ４ ８ ） （ ４ ９ ） か ら 踏 面 盤 （
１ １ ） の 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ （ ３ ９ ） を 突 き 破 り つ つ 、 上 記 サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の
組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７ ） （ ３ ８ ） を 経 て 、 同 じ く 踏 面 盤 （ １ １ ） の ナ ッ ト （ ２ １
） （ ２ ３ ） へ 組 立 ボ ル ト （ ５ ０ ） （ ５ １ ） を 各 々 螺 入 さ せ 、 こ れ を さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 横
外 方 か ら 強 固 に 締 め 上 げ 操 作 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ の 場 合 、 上 記 段 板 （ Ｓ ） の 踏 面 盤 （ １ １ ） は ア ル ミ 合 金 か ら 中 空 の 平 盤 型 に 押 出 成 形 さ
れ た も の で あ り 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） も 同 じ く ア ル ミ 合 金 か ら 薄 い 扁 平 な 形 態 に 押 出
成 形 さ れ た も の で あ る た め 、 こ れ ら か ら 段 板 （ Ｓ ） へ の 組 立 作 業 や 上 記 さ さ ら 桁 （ ４ ７ ）
に 対 す る 段 板 （ Ｓ ） の 組 立 作 業 を １ 人 の 作 業 者 が 軽 快 に 能 率 良 く 行 な え る の で あ り 、 図 １
０ ～ １ ３ の よ う な 梯 子 形 態 の 単 位 階 段 （ Ａ ） を 量 産 す る こ と が で き る 。 そ の 単 位 階 段 （ Ａ
） は １ 階 分 と し て 、 例 え ば ２ 個 の 段 板 （ Ｓ ） を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の よ う に 一 旦 仕 上 げ ら れ た 段 板 （ Ｓ ） は 、 そ の 組 立 工 場 か ら 引 き 続 き 施 工 現 場 へ 搬 入 さ
れ 、 そ の 施 工 現 場 に お い て 各 種 建 物 の 骨 組 へ 、 目 的 と す る 高 さ の 継 ぎ 足 し 連 結 状 態 に 取 り
付 け 固 定 さ れ 、 茲 に 組 立 階 段 の 施 工 が 完 了 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
何 れ に し て も 、 本 発 明 の 段 板 （ Ｓ ） か ら 組 立 一 体 化 さ れ た 単 位 階 段 （ Ａ ） は 、 上 記 踏 面 盤
（ １ １ ） の 中 空 内 部 に 前 後 一 対 の テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） が 埋 め 込 み 固 定 さ れ
て い る た め 、 軽 量 で あ る に も 拘 ら ず 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） に 集 中 す る 応 力 や 撓 み 変 形 を 効
果 的 に 防 止 す る こ と が で き 、 又 踏 面 盤 （ １ １ ） の サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） と 鋼 板 製 さ さ ら
桁 （ ４ ７ ） と の 相 互 間 に 介 在 す る 上 記 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ （ ３ ９ ） の 弾 性 変 形 作 用 に よ
り 、 外 部 階 段 （ 非 常 階 段 ） と し て の 防 水 効 果 の み な ら ず 、 そ の 踏 面 盤 （ １ １ ） か ら さ さ ら
桁 （ ４ ７ ） に 伝 播 す る 振 動 や 騒 音 な ど の 吸 収 効 果 も 達 成 し 得 る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
殊 更 、 本 発 明 に 係 る 段 板 （ Ｓ ） の 踏 面 盤 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） は 、 互 い に 別 個 独
立 し て い る た め 、 上 記 有 効 高 さ （ Ｈ ２ ） が 高 低 変 化 す る 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と の 組 み 替 え
使 用 や 、 そ の 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の み を 取 り は ず し た 踏 面 盤 （ １ １ ） の み の 使 用 に よ り 、
各 種 仕 様 の 単 位 階 段 （ Ａ ） を 豊 富 に 得 ら れ る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 組 立 階 段 用 の 段 板 （ Ｓ ） で は 、 ア ル ミ 合 金 か ら 中 空 の 平 盤 形
態 に 押 出 成 形 さ れ た 踏 面 盤 （ １ １ ） の 中 空 内 部 へ 、 前 後 一 対 の ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０
） （ ２ ２ ） と そ の 前 後 相 互 間 に 介 在 す る 複 数 の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ）
（ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と を 一 体 に 造 形 し て 、
【 ０ ０ ５ １ 】
各 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） の 内 部 へ 埋 め 込 み 固 定 さ れ た 左 右 一 対 の ナ ッ ト （
２ １ ） （ ２ ３ ） に 、 そ の 左 右 相 互 間 を 横 断 す る テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） の 両 端
部 を 螺 合 締 結 す る 一 方 、
【 ０ ０ ５ ２ 】
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上 記 ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） と 対 応 位 置 す る 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７
） （ ３ ８ ） 並 び に 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） と 対 応
位 置 す る タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３ ６ ） が 開 口 分 布 さ れ た 左 右 一
対 の サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） を 、 そ の タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３
６ ） か ら 上 記 タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め 用 ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） へ ね じ 込 み 締
結 さ れ る タ ッ ピ ン グ ネ ジ （ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ３ ） の 複 数 に よ り 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） の
左 右 両 側 面 へ 施 蓋 状 態 に 取 り 付 け 固 定 す る と 共 に 、
【 ０ ０ ５ ３ 】
そ の 両 サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 外 側 面 へ 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ （ ３ ９ ） を 各 々 貼 り 付 け
一 体 化 し て 、
【 ０ ０ ５ ４ 】
上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） を 鋼 板 製 さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） の 横 外 方 か ら サ イ ド カ バ ー 板 （ ３ ０ ） の 組
立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔 （ ３ ７ ） （ ３ ８ ） を 経 て 、 上 記 ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） へ 螺 入 締 結
さ れ る 組 立 ボ ル ト （ ５ ０ ） （ ５ １ ） の 複 数 に よ り 、 そ の さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） へ 取 り 付 け 固 定
す る よ う に 定 め て あ る た め 、 冒 頭 に 述 べ た 従 来 技 術 の 課 題 を 完 全 に 改 良 で き る 効 果 が あ る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
即 ち 、 本 発 明 の 上 記 構 成 に よ れ ば 、 そ の 段 板 （ Ｓ ） の 踏 面 盤 （ １ １ ） が ア ル ミ 合 金 か ら 中
空 の 平 盤 形 態 に 押 出 成 形 さ れ て お り 、 軽 量 で あ る た め 、 組 立 工 場 に お い て 鋼 板 製 さ さ ら 桁
（ ４ ７ ） と の 組 立 作 業 を １ 人 で も 安 楽 に 能 率 良 く 行 な え 、 そ の 単 位 階 段 （ Ａ ） の 量 産 に 役
立 つ 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
又 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） を 外 部 階 段 （ 非 常 階 段 ） に 適 用 し た と し て も 、 早 期 に 発 錆 す る お
そ れ が な く 、 そ の さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） と の 相 互 間 に 介 在 す る こ と と な る 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン
グ （ ３ ９ ） に よ り 、 防 水 効 果 と 振 動 や 騒 音 な ど の 吸 収 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
更 に 、 ア ル ミ 合 金 か ら 押 出 成 形 さ れ た 軽 量 品 で あ る と 雖 も 、 そ の 中 空 内 部 の ナ ッ ト 保 持 ポ
ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） に 埋 め 込 み 固 定 さ れ た 左 右 一 対 の ナ ッ ト （ ２ １ ） （ ２ ３ ） が 、 そ
の 左 右 相 互 間 を 横 断 す る テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） と 螺 合 締 結 さ れ た 状 態 に あ る
た め 、 そ の テ ン シ ョ ン ボ ル ト （ ２ ５ ） （ ２ ６ ） に よ っ て 踏 面 盤 （ １ １ ） に 集 中 す る 応 力 や
撓 み 変 形 を 防 止 す る こ と が で き 、 耐 久 強 度 の 低 下 す る お そ れ も な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
他 方 、 上 記 踏 面 盤 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と か ら 成 る 請 求 項 ２ の 段 板 （ Ｓ ） に よ れ
ば 、 そ の 別 個 独 立 す る ２ ピ ー ス の 分 解 状 態 と し て 、 こ れ を 押 出 成 形 工 場 か ら 単 位 階 段 （ Ａ
） の 組 立 工 場 へ 、 嵩 張 る こ と な く 軽 量 に 搬 送 す る こ と が で き 、 そ の 搬 送 中 や 組 立 工 場 で の
取 扱 い 中 に 、 上 記 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） の 不 正 変 形 や 損 傷 な ど を 生 じ る お そ れ が な い 。 そ の
踏 面 盤 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と か ら 段 板 （ Ｓ ） に 組 み 立 て る 作 業 や 、 そ の 段 板 （
Ｓ ） を さ さ ら 桁 （ ４ ７ ） と 組 み 立 て る 作 業 も 、 １ 人 で の 軽 快 に 能 率 良 く 行 な え る の で あ る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
請 求 項 １ 、 ２ に 記 載 し た 何 れ の 段 板 （ Ｓ ） で も 、 請 求 項 ３ の 構 成 を 採 用 す る な ら ば 、 踏 面
盤 （ １ １ ） の 軽 量 化 を 図 り つ つ も 、 耐 久 強 度 が 低 下 す る お そ れ を 、 そ の 中 空 内 部 に 介 在 す
る 複 数 の 垂 直 な 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） （ １ ７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） に よ っ て 防 止 す る こ と が
で き 、 し か も そ の 仕 切 り 補 強 壁 （ １ ６ ） （ １ ７ ） （ １ ８ ） （ １ ９ ） を 活 用 し て 、 ナ ッ ト 保
持 ポ ケ ッ ト （ ２ ０ ） （ ２ ２ ） や タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト （ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９
） を 合 理 的 に 造 形 し 得 る 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
同 じ く 請 求 項 ４ の 構 成 を 採 用 す る な ら ば 、 そ の 多 数 の 凸 条 （ １ ３ ａ ） （ １ ３ ｂ ） （ １ ３ ｆ
） に よ っ て 表 面 を 好 体 裁 に 化 粧 す る こ と が で き る ほ か 、 建 物 の 外 部 階 段 （ 非 常 階 段 ） に 適
用 す る も 、 そ の 前 側 の 水 切 り 縁 （ １ ４ ） と 後 側 の 水 切 り ス カ ー ト （ ２ ４ ） に よ っ て 、 自 づ
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と 水 切 り 作 用 を 行 な え る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
更 に 、 請 求 項 ５ の 構 成 を 採 用 す る な ら ば 、 踏 面 盤 （ １ １ ） と 蹴 上 げ 面 板 （ １ ２ ） と か ら 成
る 段 板 （ Ｓ ） を 容 易 に 正 し く 組 み 立 て る こ と が で き 、 し か も そ の 組 立 状 態 を 安 定 裡 に 固 定
維 持 し 得 る 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 組 立 階 段 用 段 板 の 踏 面 盤 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ － ３ 線 に 沿 う 中 途 省 略 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 踏 面 盤 に 対 す る サ イ ド カ バ ー 板 の 取 付 状 態 を 示 す 図 ２ に 対 応 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 踏 面 盤 の 仕 上 が り 状 態 を 示 す 図 ３ に 対 応 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 サ イ ド カ バ ー 板 を 抽 出 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 蹴 上 げ 面 板 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 踏 面 盤 と 蹴 上 げ 面 板 と か ら 成 る 段 板 の 組 立 状 態 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 段 板 か ら 成 る 単 位 階 段 の 組 立 状 態 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の １ １ － １ １ 線 に 沿 う 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の １ ２ － １ ２ 線 に 沿 う 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の １ ３ － １ ３ 線 に 沿 う 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
（ １ １ ） ・ 踏 面 盤
（ １ １ ａ ） ・ 踏 面 （ 上 面 ）
（ １ １ ｂ ） ・ 下 面
（ １ １ ｆ ） ・ 前 面
（ １ １ ｒ ） ・ 後 面
（ １ ２ ） ・ 蹴 上 げ 面 板
（ １ ４ ） ・ 水 切 り 縁
（ １ ５ ） ・ 蹴 上 げ 面 板 用 受 け 止 め フ ッ ク
（ １ ６ ） ・ 第 １ 仕 切 り 補 強 壁
（ １ ７ ） ・ 第 ２ 仕 切 り 補 強 壁
（ １ ８ ） ・ 第 ３ 仕 切 り 補 強 壁
（ １ ９ ） ・ 第 ４ 仕 切 り 補 強 壁
（ ２ ０ ） （ ２ ２ ） ・ ナ ッ ト 保 持 ポ ケ ッ ト
（ ２ １ ） （ ２ ３ ） ・ ナ ッ ト
（ ２ ４ ） ・ 水 切 り ス カ ー ト
（ ２ ５ ） （ ２ ６ ） ・ ・ テ ン シ ョ ン ボ ル ト
（ ２ ７ ） （ ２ ８ ） （ ２ ９ ） ・ タ ッ ピ ン グ ネ ジ 受 け 止 め ポ ケ ッ ト
（ ３ ０ ） ・ サ イ ド カ バ ー 板
（ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ３ ） ・ タ ッ ピ ン グ ネ ジ
（ ３ ４ ） （ ３ ５ ） （ ３ ６ ） ・ タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔
（ ３ ７ ） （ ３ ８ ） ・ 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔
（ ３ ９ ） ・ 弾 性 シ ー ト パ ッ キ ン グ
（ ４ ０ ） ・ 取 付 片
（ ４ １ ） ・ 振 れ 止 め 規 制 片
（ ４ ２ ） ・ 差 込 み 脚
（ ４ ３ ） ・ 水 切 り 縁
（ ４ ４ ） ・ 見 切 り 縁
（ ４ ５ ） ・ タ ッ ピ ン グ ネ ジ 挿 通 用 バ カ 孔
（ ４ ６ ） ・ タ ッ ピ ン グ ネ ジ
（ ４ ７ ） ・ さ さ ら 桁
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（ ４ ８ ） （ ４ ９ ） ・ 組 立 ボ ル ト 挿 通 用 バ カ 孔
（ ５ ０ ） （ ５ １ ） ・ 組 立 ボ ル ト
（ Ａ ） ・ 単 位 階 段
（ Ｓ ） ・ 段 板

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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